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北海道釧路沖で採集きれた稀種デングギンザメ RHINOOHIMAERA

PA01FIOA (斑11'SUKURl)について

小林喜雄'・桜井基博"

Record on a rare long，-阻outedchima.eroid， Rh仰oohimα。αpao併ω (MITSUKURI)
off KaBhiro， Pacific c倒的 OLHokkaid()， Jap肌

Kiyu KOBAYASHI and Mo七ohiroSAKURAI 

ATstroct 

A male specimen of仙elong-snou旬dchimaeroid， Rhinochimaera p仰がca
(MrrSUKURl) w，品目 collectedfrom a' depth of 700 m 01F Kushiro， 品 。iも，yon もhe
P品C泊。 ω舗も ofHokkaido， J:品panon Janu品ry10th， 1966. The sp側面6nis 
M的 mm'、加 ωぬ]length. It hωlong depres師d阻 O前， elo時紙吋旬il晶mfwelf 
developed geni句l呼，pendageconsisting ofもhreepぽ鈎" i.e.晶伽n句1tentacle， 
prepelevic cli副 persand cl副 pers.
T1ie long-阻 ouぬd ch担制oidw孤 recordedas晶 newspeci閃 forthe fust 
time by Dr. K.班伽k凶 onApril M}t;h， 1883. 1色W制。晶ughtinもheSagamin晶da
which函thepar七ofs崎、Il!曲~Kan島郡W晶 prefeotl1re， Honsllu， J晶p阻.
Thepr掛en色自peo国 enωincid，倒 wi出色hede関riptおnof班蜘也kuri'S'叩ecimen舗、
recorded by G晶，rm阻 ('01)except for one characもeristic，namely inもhefj叩 ner
もhesnou色is depressed， while in the latter the snouもwω compre自問d.
Tkep鶴岡凶 reparもisonly自制ondrecord of色hisspeci，田. Botli were fbund 
n脚Ja，pan.

テングギンザメ Rhinochirnaerapacifica (MlTSUKUR乃は， 1895年箕作佳吉博士によって，相

模灘で1883年4月19日K採集された標本tとより初記録された種類である。

標本は 1900年Z月J!013，北海道釧路を根拠とするメヌケ刺網漁船加賀丸に依って，釘|路沖の水深

700mの海谷部で採補されたもので，北海道釧|路水産試験場に寄贈されたe 現在は，更に釧路水試か

ら北海道大学水産学部水産資料館に移されP 保管されている (F-15~) 。

本種は極めて稀しし箕作 (1895)の標本K基く， Dean ('04)， Garman ('04) ('11)及び田中 ('05)

等の報告がある。従来p 北海道周辺からは，疋田豊治氏が1951年に釧路で採集されだ標本を観察し，

目録中K加えていo(北海道区資源調査要報，第3号， 1952)。併し，標本ば残されて居らずp また記

載もない。従って，今回得られた標本は本種の分布の北限を記録するものであり，極めて重要である

のでままに報告する。本稿を草するに当って御校閲の労を得た北海道大学水産学部教授岡田信持土に深

謝する。

Rhinochirnaera pacifica (MITSUKURl). 

テングギンザメ

(Fig. 1) 

Harriotta pacifica: Mitsukuri， 1895，動雑.7 (80)， 182-184. J ordan & Snyder， 1901， Annot. 

Z001. Jap.， 3 (2/3)， 43. 

$ 北海道大学水産学部水産動物学教室
料北海道立釧路水産試験場
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Fig. 1. The long.snouted chimaeroid， Rhinochimαera p仰がcα (MITSUKURI)
collecood off Kushiro， Pacific coast of Hokkaido， Japan. Toぬllength・
1，060 mm  (F.1568). 

Rhinochimael“taC/jica: Dean， 1904， Jour. Fac. Sci.， Univ. Tokyo， 19 (4)， 1-20; Garman， 
1904， Bull. Mus. Comp. 200¥" Harv. Univ. 41 (2)， 243-272;回中， 1905，邸J雑 17 (206)， 

368-369; Jordan， Tanaka & Snyder， 1913， JOUl. Fac. Sci.， Univ. Tokyo， 33 (1)， 33; 

Fowler， 1941， Bull. Smith. Inst. U. S. Nat. Mus. 13(100). 503-504;松原， 1955，魚類

の形態と検索， 145. 

標本は雄で，体各部の計測結果は表 111:示す通りである。{本は著しく伸長した吻と J 長く延長した

尾を有する。体高は第 1背鰭起部11:於いて最も高いが，全長に対する割合は表lζ示す通り 10%であ

る。頭長は長い吻を有するので全長に対する害IJ合は大きいがp 助長がその 80%を占める。吻は縦扇

しており p その基部K於げる高きは巾の約半分である。眼は小きく両眼間隔の約半分である。

背鰭は 2基あって，第 1背鰭起部は鯛孔のほぼ上方にあり p 基底は狭いが高く良く発達する。また

前部tζ太く良く発達した l蚊を有するが，標本では約半分が折損している。第2背鰭の基底は極めて

広く，全長の 20%余lζ達するが，低くその最高部に於ける高さは第 1鰭長の半分に達しなし、。胸鰭は

良く発達し大きしまた腹鰭も比較的良く発達し，胸鰭の約半分大である。智鰭はない。尾部は長く

延長しp 上縁に約34個の放状突起が 1列に並んでいるが， 鰭膜は極めて低く p 且つ肥厚する

Talbe 1. Dimensions given as percentages ofもheもoω1lengもhofもhelong.snouood 

。himaeroid，Rhi附 chimaer，αpacがω (MITSUKURI)
Items 

Total 1ength (mm.) 

Distance from tip of snout to 1st dorsal origin 

" 
Length 01 head 

11 snout 

1町idth01 snout 

Depth 01 snout 

Interorbital width 

Diameter of orbit 

Length 01 1st dorsal basc 

High 01 1 st dorsa1品n

Length 01 2nd dorsa1 base 

H pectora1 fin 

gill opening 

グ c1asper 

Depth 01 Body 

to anus 
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Measurement and Ratio 

1，060mm. 

34.4% 

57.1% 

33.0% 

26.4% 

4.9% 

2.6% 

3.7% 

1.7% 

3.3% 

9.4% 

20.7% 

14.6% 

2.1% 

7.1% 

10.0% 



e 

ー
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。

1967] 小林・桜井: 鎖i路沖で獲れたテングギンザメ

(PLATE II， D)。下縁には錨膜が発達しp 末端1<::達する。

鱒孔は各側1個比較的大きく開孔する (PLATEII， C)。紅門は体の中央より粉々後方に位置する。

雄性生殖突起が良く発達し，前額把捜器 (fIontalten匂c1e)は眼前部背中線の吻の基部附近にあって，

前方に向って膨出し，膨出部は凹部1<::格納されていて，下面には小宮東が密生する (PLATEII， A)。前

腹錨把痩器 (prepelvicc1asper)は腹舗前方に左右1対あり，三角片様突起が凹部1<::格納されている

(PLATE II， B)。交尾器(c1asper)は腹鱒基部後縁に接して発達し， その長さは全長の 796余りで，

先端部が膨大し，小紋が密生する (PLATEII， B)。

上下顎衝は鳥時象状で，上顎歯は先端が檎々鈎状K曲り，下顎歯は平坦で先端は鋭く尖る。外縁は上

下顎歯共K平滑でp 鋸歯状になっていない。

側線は溝様でp 頭部では殊K良く発達する。 RPちp 吻の両側K各1線タ背腹両面に各2線が吻端か
ら頭部K向って発達し，背面では前額把擾器をp 側面をでは眼を，腹面では口部をそれぞれ取り囲む

(PLATE I，A，D，G)。 躯幹部では限後部で合一した吻の背面及ぴ側面のものが1線となって， 体側

中央の梢々背側寄りを直走する (PLATEI， B， E， H)。 尾部では，尾部末端附近で軍事曲して腹側K移

り，尾端1<::至る (PLATEI，C， F， 1)。

体色は鉛黒色でp 背面は濃く，腹面は梢々淡い。特に斑紋はない。

本種は，吻が側扇 (compressed)する ζとが，その特徴の 1つとして挙げられて居札箕作 (1895)

の原記載ではとのような形態に関しては殆んど触れていないが， D伺.n('04)，田中 ('05)等では明らか

に吻は側属すると記している。且つP ζの特徴はテングギンザメ属 Rhinochimaeraの特徴とされ，

Garman ('11) ，松原('55)は，吻が側扇(compressed)するテングギンザメ属と，吻が縦扇(depressed)

するアズマギンザメ属 Harriottaとの主たる識別点として区別している。

併し，標本では記述した如く，吻は縦扇型 (depressdform)であって，吻の巾は高きより遥かに大

きく，大略2倍ある。 Fowler('04)の属の索引でも吻の形態をその特徴の 1つとして挙げ，テングギ

ンザメ属では“snoutcompressd"，アズマギンザメ属では“snoutdepressed"としている。然るに，

テングギンザメ属の属の特徴の記載には“snoutdepr回目d"としており p 索引と記載とは異っている。

併し， Garman ('Ol)の属の原記載では“snoutcompressed"と明記きれており， テングギンザメ属

の吻は側扇型(compressedform)である乙とは明らかであるが， ζの点で標本は異る。併し， Bigelow 

& Schroeder{'53)では属の索引に吻の形態は取り上げていない。

また標本では尾舗上葉の餓膜は極めて低く，且つ肥厚し，下縁』と小蚊状突起が並んでいる。然るにp

田中('05)では，‘尾鰭上業は頗る低く、とだけあり，また箕作 (1895)の原図にも鱒膜が明瞭に画かれ

ていてP 標本とは可成り様相を異にする。併し， Bigelow & Schroeder ('53)に示めされている尾部

の拡大図とは良く一致した様相を示す。

以上のように，標本はBigelow& Schroeder ('53)が挙げている尾部背縁の線状突起を有すること，

歯板が円滑で切縁が真直である等のテングギンザメ属の特徴に一致しp その他各館の大きさ等体各部

の諸特徴はテングギンザメの記載に一致するが，前述の吻の形態ではむしろアズマギンザメの特徴に

一致し，また尾部上縁の蚊状突起の様相は策作 (1895)の原図p 或は回中('05)の記載及ぴ図とは可成

り異なる。乙れらの相違点に関する検討は原標本との対照によって行われなければならないが，ままで

は標本の観察結果を記載して，北海道海域からの初記録とする。
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Explonation of P1at伺



PLATE 1. p，島市 ofthe long-snou加1chimaeroid， Rhi耐 ch伽aerapacifiω(且(/TSUKURI)
magn遇。d.

Dor冒晶，Jview: A. h倒.d;B， 加:l1l~;Ç.~l
Lateral view; D， he晶d;E， trunk; F，句il

Ventral view: G， hωd; H， trunk; 1，旬日
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PLATE II， Parts ofもhelong.snouted chimaeroid， Rhi加 chimaerapacifiω (MITSUKURの
manginfied. 

A: Frontal ten七晶巴le(f.t.) 

B: Prepelvic clωper (p.c.); Clωper (c.) 

C: Gill opening (g.) 

D: Tip of caudal白1七oshow upper marginal denticles (m.g.) 
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